１７のビジネスモデル

1. インフラ提供型
電話、ケーブルテレビ、プロバイダなどの、なくてはならないものを提供するモデル。
インフラ整備コストが巨額なため、大手事業者の寡占市場になる。投資額が大きく、新規参入障壁は高い。

2. 賃貸契約型
賃貸住宅、賃貸不動産、レンタルオフィスなど、主に不動産に関連するビジネスモデル。
中長期（２年以上の契約ができるので安定した長期的計画がしやすい。不動産は、資産価値が高く売買市場も確立されている点が特徴。

3. レンタル、リース型（機器使用） 
自動車、複合機など高額製品を提供するモデル。購入ではなく月々の支払いにすることで、会社経費の上でも利用者としてもメリットがある形態。機器の所有権が提供者側にあり運営には資金が必要。


4. ASP（アプリケーション・サービス・プロバイダー＝インターネットを通じてアプリを提供する）型
プログラムや情報共有サイト、アプリなどを提供するモデル。比較的低額であるため継統が重要となる。

5. スポーツクラブ型
スポーツクラブなど場所に紐付けられた会員制のモデル。利用会員全員が同時に利用しないことを前提としていて、同時利用定員以上の会員をはじめから見込み集客する。一定額を支払い利用頻度が少ない人がいることが提供者の収益を支える仕組みのため、一定以上の規模が必要。

6. 定期メンテナンス型
掃除道具レンタル、観葉植物レンタル、定期清掃業、庭の手入れなど、定期的にメンテナンスが必要とされるものを貸し出す、あるいは作業を請けるモデル。定期メンテナンス型の場合は、追加の仕事がオプションとして受けやすい。

7. 定期購入型
新聞や雑誌などの定期的に刊行される物を届けるモデル。商品の安定した供給ができ、また顧客が消費していく物であれば可能。最初は無料にすることなどで、継続課金への切り替えのアプローチがしやすい。

8. フランチャイズ型
看板（ブランド）やノウハウなどを提供することにより得られるロイヤリティがフランチャイザーの収入となるモデル。出店などのコストをフランチャイジー（加盟者）が負担することで事業拡大の時間短縮ができる。主に成果報酬として、売り上げに応じた割合の収入を得るのでフランチャイザーの収益は安定するが、フランチャイジーが存続できるようにするノウハウ開発の責任も大きくなる。

9. 協会認定型
８のフランチャイズ形態を変形させたモデルで、自ら協会を立ち上げ、その講師を育成・認定することで、講師から収益の一部をいただくシステム。講師、あるいは教室などの施設を自分で持たなくてもよいため、教育事業やスモールビジネスに向いており、ノウハウが確立されれば一気に全体の規模を拡大できるメリットがある。

10. 消耗品購入型
インクジェットプリンターやカミソリなどのモデル。本体を購入して使用すると専用の消耗品が発生するモデル。本体を格安で販売してシェアを獲得するケースが多い。

11. 予約サービス型（不定期）
脱毛エステ、歯科、マッサージなど、継続的にサービスを受けなければそれまでに投資したお金が無駄になる可能性のあるモデル。長期契約をしていなくても継続的に通うことになる。

12. 教室型
英会話教室や塾に見られる、施設を構えて教室を開くモデル。単発ではなく一定期間通う契約を交わす。コストはかかるが、施設があることで信用される地域密着型のモデル。

13. サービス型（非コンタクト）
ＷＥＢ英会話など従来は教室でやっていたものを、インターネットサービスを使って提供するモデル。または、電話秘書など、直接会わずにサービスを提供するタイプ。教室型に比べて地域に縛られないのと、運営コストがあまりかからないことを優位にして低価格路線になりやすい。

14. 回数限定継続型
デアゴスティーニなど、テーマ別でコレクト型のものを提供するモデル。決まった
回数を継続することで求める商品・サービスのすべてが得られるモデル。特に初回の
販売数が多く、回数を経るごとに販売数が減ることは当初から計算されている。

15. 会員制型（特別待遇）
コストコや会員制バーなど特定の会員にだけ利用券を与えるモデル。お得に買い物ができる資格を与えるものもあるが、会員であること自体がステータスとなる場合もある。既存のサービスとは別に、プレミアムサービスとしての導入も可能。

16. セキュリティー型
機械警備の会社や保険会社が代表的なモデル。主に将来起こりうるリスクに対する保証を提供するサービス。一定以上の規模が必要だが、契約期間、継統率が高く、ストック性が高いビジネス。

17. 友の会型
デパートの友の会などの顧客囲い込みのモデル。一定期間一定金額を支払うことによって、支払った金額よりもお得なバックがある。割増商品券などで付与されることが多い。比較的商品数が多く、リピートの多い企業であれば導入可能。
